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I緑 化木の生育異常の原因と診断

(1)生 育異常の原因の種類

A. 理障害による異常

a.生育環境 の不良……温度 ・湿度 。日光 ・風 ・霜

b.土壌の不適…………通気性 ・排水性 ・pH(酸 性化,ア ルカ リ化)

c.管理の不手際………水や り・肥料 ・根詰まり

d.その他の原因………薬害 ・煙害 ・葉の捺れ

B.病 害による異常

a.細菌類 ・糸状菌類 ・藻類

b.マイコプラズマ

ctウィルス (モザイク病 。萎縮病)

C.虫 害による異常

a .昆虫 ・線 虫 ・ダニ

(2)生 育異常の診断の仕方

A.生 理障害の診断

生理障害の様本目は一
般的には障害を受けた時が最 も激 しく,枯死するもの

を除いて,そ の後徐々に回復するのが普通である。

環境条件の悪化か ら植物の生理機能が障害を受け,その症状が病害の被害

と極めてよく似ている場合が多い。

B病 害の診断

植物の病害は病徴 (植物が示す外観上の異常)と 標徴 (病徴に伴って現れ

る病原体)に よって診断できる。したがって,そ れぞれの病害の特徴をよく

理解 し,把 握 してお くことが重要である。

C.虫 害の診断

初め局所的に発生が認められ,日 数 を経過するに従いまん延 し,大 被害を

もた らす。

虫害の診断は,害 虫が植物体の被害部位かその周辺に生癌、していて,大 部

分は肉眼で観察できるので,容 易に診断できる場合が多い。
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工 防除の基礎知識

【防除をする前に】

◇ 植物の病気や害虫の種類は数えきれないほど多い

ウィルス :約3,000種,細 菌 :約300種,糸 状菌 (カビ):4,000種以上

害虫 i約30,000種いるといわれている

◇ 植物も健康管理が大切,快適な環境で育てる

病原菌や害虫が活動できないか,活 動 しにくい環境を作つてやる

◇ 異常を発見すれば早期に原因をつきとめる

【防除の方法】

◇ 薬剤(農案)を使わない防除法

害虫の捕殺 ・せん定 。施肥など日常の管理の励行

◇ 薬剤(農案)を使つた防除法

殺菌剤 ・殺虫斉J・除草剤などの使用

病気は発生する前に予防的に全面に散布,害 虫は発生した時に散布

【薬剤 の適正な使 い方】

◇ 適切な案剤を選ぶ

薬斉Jの種類 ・効果的な使用時期 ・使用方法の確認

◇ 必要な量を正確に量って使用する

必要量以上に使用 しない

高濃度では栗害が出る可能性がある

◇ 案剤は葉の裏側を重点的に散布する

病原菌 ・害虫などは業の裏側 に寄生 していることが 多い

※ 農薬ばかりに頼ると,天敵や指抗微生物
※
など病原菌や害虫の対抗生物を殺して

しまい,却つて害虫や病原菌が増えることがあるので注意する。

(措抗微生物 :抗菌性物質などを出して病原菌の生育を阻止する働きを持つ微生物)
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皿 主な病害虫の見分け方口防ぎ方

■ 針葉樹

● マツの材線 虫病 (松くい虫)

被害と診断
マツノザイセンチュウは,前 年被害木か ら羽

化脱出したマツノマグラカ ミキ リ成虫によつて

霞名ぎ吊場ど母曾子毛ギ賢号1'した経済をS承占麿貴C
増殖,約 1～ 2か 月の潜伏期を経て発病する。

普通, 8～ 9月 に松は枯れ始め最初前年葉が,

次に当年葉が赤褐色に萎れ,最 後には落葉枯死

す る。

樹幹を傷つけた り枝 を折っても,そ の傷 日か

ら樹脂が全 く出ない。

新 しい枯損木では細枝に後食跡がみ られる。

防除時期

5～ 6月 (後食予防), 9～ 11月 (5区除散布)

12～ 3月 (線虫予防)

防除方法

後食予防 :ス ミチオンかス ミパイン乳斉Jをカミ

キリ成 虫が羽化脱出 し始める5月 下旬 と6月

中旬に樹冠部にむらなく散布する。生にぬQ

く薬剤散布は,3週間おきに3回が理想的 !〉 マツノザイセンチュウ

例 :第 1回 目→ 5月 25日 頃

第 2回 目→ 6月 15日 頃  第 3回 目→ 7月 5日 頃

駆除散布 :カ ミキリ幼虫が,被 害材内へ穿孔 ・進入する前の 9～ 10月 末まで

に,ス ミパイン乳剤 を材表面積に散布す る。

線虫予防 :幹下部に ドリルで穴を開け,樹 幹注入剤 (グリンガー ド,セ ンチュリ
ーなど)を注入する。

● すす葉枯病

被害と診断

5月 頃から当年葉の先端か ら赤褐色に変わり,健 全部 との境が明陳 となる。

やがて病葉にはスス状の微細な黒点が並び, しだいに褐色か ら灰褐色 とな り

落業する。
一

般 にクロマツは被害軽微。

防除時期

5 ～ 6 月

後食中のマツノマダラカミキリ成虫(雄)
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防除方法

冬季の低温乾燥 と春先の高温多雨の気象条件下で木が衰弱 した ときに,広 域

的に大発生するなど生理的要因が大きい。

根に障害を起 こさせないような栽培管理や環境整備に努める。こ.れらを除去

しない限 り防除は困難である。

● 葉ふるい病

被害と診断

葉に淡褐色の病斑が現れ,

する。病葉中央部が縦に裂け,

翌年病状は急 に進み全体が褐色になり激 しく落葉

精円形の盛 り上がった黒色の菌体が形成 される。

防除時期

6～ 7月

防除方法

樹勢が哀 えると罹 りやすい。

病 ・落業 は集めて焼却するか土中深 く埋め

る。また,土を浅くかき起 こして液肥 を施用 し,

樹勢回復を図る。毎年発生する所では,4-4

式ボル ドー液を数回散布する。

● 葉さび病

被害と診断

4～ 5月 頃,針 葉に小さな白色膜状物が形成 され,こ れから黄粉 (胞子)が飛

散する。これが中間宿主に伝染増殖後,夏から秋にマツヘ伝染 し翌春発病する。

中間宿主にはキハダ類,キ ク科植物などがある。

防除時期

7 ～ 9 月

防除方法

7～ 8月 に除草 ・下刈 りで中間宿主になる植物 を除去する。激 しい発生を見

た ら2～ 3年 間は伝染期 (8～ 9月 )にジネブかマンネブ剤 (500倍)を散布す る。

● こぶ 病

被害と診断

初め夏から秋 にかけて枝 。幹及び地上に露出した根に球形の瘤を形成,年 々

増大 し,人 頭大まで達す るものもある

格の皮を破 って胞子を吹き出し,中 間宿本病もさび病の一種で4～ 5月 頃,

主のナラ ・クヌギ類に伝染,そ の後マツヘ伝染 し,翌年幼茎枝に瘤 を発生する。

防除時期

9～ 10月

防除方法

マツ養成苗畑では中間宿主 を植 えない。瘤をたくさん作るlEl体は限 られるの

で,こ のようなマツは伐採処分する。

マツヘの感染期に 2週 間隔で,マ ンネブ斉J(500倍)を散布す る。

葉ふるい病
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マツ類 (虫害 )

● マツカレハ (松毛虫)

被害と診断
マツ類 の林 ・庭園木に普通に見 られる。

幼虫は 「松毛虫」 と呼ばれ,マ ツ類のほかヒマラ

ヤスギ ・モ ミ ・トウヒの葉も食害す る。

通常,年 1回 の発生だが暖地では 2回 発生す るこ

ともある。 5月 下旬～ 6月 に被害が 目立つようにな

り(終齢幼虫の食害量は全食害量の90%以 上),大 発

生 した場合は針葉を食い尽 くし,新 梢の樹皮まで食

害するため枯死することがある。

防除時期

4～ 5月 , 9～ 10月

防除方法

若齢幼虫の春先または羽化直後で栗剤に抵抗力が

小 さい初秋に,ス ミチオンかディプテ レックス乳剤 (1000倍液)を散布する。

庭園木では 10月 頃,幹 下部にコモを巻 き越冬幼虫を集め,翌 春コモごと焼

却する。

● マツノカサアブラムシ

被害と診断

クロマツの新梢やゴヨウマツ類の幹 ・枝に寄生する。
年数回発生するが生態は不明。成虫は体長約 l llmで,体 表は白粉で覆われ白

く見える。本種は,カ サアブラムシ科に属するもの

でアブラムシ科 とは異なる。

防除時期

5～ 7月

防除方法

綿状分泌物を発見 した ら早めにかき取る。
5月 の幼 虫ふ化期に,ス ミチオンかスプラサイ ド

またはカルホス乳剤 (500～1000倍液)を, 5日 おき

に 2～ 3回 散布す る。遅れると綿状物のため薬効が

少ない。         ｀

鉢物 にはダイシス トン粒斉Jの上壌処理もよい。

● マツアワフキ

被害と診断      ｀
4月 下旬からふ化した幼虫が,ア カマツ ・クロマツの新梢基部に塊状の泡を

作 り,そ の中で生活し吸汁加害する。

泡が多いと美観を損ねるが,生 育阻害などの実質的被害は少ない。
成虫はヨコバイに似る。体長約 l cm。年 1回発生。 7～ 8月 に現れ小枝 ・葉

マツノカサアブラムシ

マツカレハ(中齢幼虫)
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梢などの組織内に産卵 し,卵 越冬す る。

防除時期

4 ～ 7 月

防除方法

小さなマツでは,泡 の中の幼虫を捕殺す る。

樹高が高い場合や幼虫の発生が多い ときは,カ ルホスやデナポン乳斉J(500～

1000倍液)を散布する。

● アブラムシ 類

被害と診断

普通,ア ブラムシ類 は無翅虫だが,環 境条件によつては有翅虫も現れる。

アブラムシとア リは共生関係にあ り,ア リの動静でアブラムシの発生状況が

予祭できる。
マツ属では 10種 類以上知 られてお り,年に十数回発生 (マツノオオアブラム

シなど)するものもいる。特に枝に寄生するものはすす病を併発 し,枝 ・幹が黒

くなる。

葉が加害 (マツノホノアブラムシな ど)されると短期間に黄化 し,落 葉時期が

早まり樹勢が衰 える。

防除時期

4 ～ 1 1 月

防除方法

越冬卵のふ化後に補食性天敵(テン トウムシ ・ヒラタアブ)が活動す るので,

薬斉J散布時期を十分考慮する。

薬斉Jはスミチオン乳斉Jかキルバール液斉J(1000～1500倍液)を用いる。

lm以 下の低木では,ダイシス トン粒斉Jで土壌処理すると長期間効果がある。

● シンクイムシ 類

被害と診断

小蛾類の幼虫が,新 梢や球果に潜 り加害する。

マツノシンマダラメイガ :普通,年 2回 発生 (5～ 6

月,7～ 8月 )。

マツツマアカシンムシ :年 1回 発生。新梢内で蛹越

冬 し, 3月 上旬頃羽化する。

マツゾアカシンムシ !年 2～ 3回 発生。新梢内で蛹

越冬 し,成 虫は4～ 9月 に現れる。

防除時期

3 ～ 9 月

防除方法

被害新梢を虫ごと切 り取つて焼却する。

成虫発生期前後に,ス ミチオンかバイジッ ト乳芳J

(500倍液)を 10日 おきに 2回 散布す る。

シンクイムシ(種不明)
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● ハゲニ 類

被害と診断

主なものは トドマツノハダニとマツヤ ドリハダニであるが,両 者の区別 は難

しV 。`

4月 中旬よりふ化 し発生回数も多 く, 10月 頃まで幼虫 ・成 虫が見 られる。

特に高温乾燥の年に多い。

被害葉は吸汁 されると最初黄色で,後 にカスリ状の灰 白色にな り,被 害が顕

著な場合,遠 望 しても判断できるほどになる。庭木で色が悪い場合,ハ ダニの

加害を疑ってみる必要がある。

防除時期

5～ 6月 , 9～ 10月

防除方法

庭木に毎年発生する場合,ふ化 した幼 虫に対 し早めに殺ダニ剤 (オサダン水和

斉J(1000倍液)を散布す る。

栗斉J抵抗性か ら同じ薬斉」の連用 (3回 まで)は避 ける。冬季のマシン油乳剤や

奉先の石灰硫黄合済Jも越冬虫に有効である。

低木ではダイシス トン粒斉Jの土壌施用がよい。

● カイガラムシ 類

被害と診断

普通, 目にす るものは雌であり, 自分の体の下に産卵する。
一

般的にカイガラムシの分泌物にすす病菌が増殖 し,樹 皮が黒 くなる。

マツモグリカイガラムシ :年 2回 発生。枝 ・幹に寄生す る。

4～ 5月 ,9～ 10月 に成虫 となり,白 色の綿状のロウ質を分泌 し産卵す る。

マツコナカイガラムシ 1年 1回 発生。同じく移動性で, 4～ 5月 に越冬場所か

ら出た幼虫が,新 芽の伸長 とともに移動吸汁す る。

6～ 7月 に成虫にな り産卵 し,構 黄色で全体が 白色粉状のロウ質物で/fTわれ

る。主に新梢や 2年 枝の業基部に群生す る。老齢樹に多い。
マツカキカイガラムシ :年 2回 発生。最も普通

に見 られる。雌の介殻は細長 く3～ 411mの茶

褐色ない し紫褐色。新業にだけ寄生 し,幼虫は

5～ 6月 と8～ 9月 に現れる。

防除時期

4～ 6月 , 9～ 10月

防除方法

幼虫がふ化す る時期に,ス プラサイ ドかカル

ホス乳斉J(800～1000倍液)を散布す る(卵の うに

散布 しても効かない)。散布後 2週 間程度待つ

てか ら,効 果判定するとよい。

マツモグリカイガラムシ :雌成虫の羽化か ら卵の う形成前までの4月 と9月 。

マツコナカイガラムシ :寄生は特定の枝に集中するので被害枝 を切除する。

幼虫のふ化す る6月 中 ・下旬。
マツカキカイガラムシ :発生初期には被害葉を小枝ごと切除す る。

幼虫のふ化最盛期の 6月 上旬 と9月 上旬。

マツカキカイガラムシ
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0(ゾ ウムシ 類)

被害と診断

直接,健 全木に被害は与えず,衰 弱木 (原因 :台風 ・公害

に穿孔 ・産卵 し,ふ 化幼虫が樹皮下を縦横 に食害する。

種類 :マ ツノシラホシゾウムシなど

防除時期

・移植な ど)の樹皮

防除方法

被害発生後の防除は不可能。
マツ樹衰弱の原因の除去に努め,健 全育成を図ることが基本 になる。

0さ び病

被害と診断

2月 頃から赤褐色円錐形の突起物ができ,4～ 5月 頃黄褐色のゼ リー状また

は寒天状の膨 らみを生 じる(本菌は異種寄生の代表的なもの)。

後に菌体は黒褐色に乾燥 ・収縮 して脱落するが,患 部周辺の針葉が枯死する

ことはない。これがナシ ・カ リン ・ボケなどのバ ラ科の果樹や緑化樹木に寄生

して発生 した場合,特 に赤星病 と呼ぶ。

防除時期

3～ 4月 (ビャクシン類), 9～ 10月 (ボケ ・カ リン)

防除方法

宿主と中間宿主の関係にある樹種 (例 :ボ ケとカイゾカイブキ)を近 くに植栽

しない。
ビャクシン類 i3～ 4月 ,マンネブ斉J(500倍液)やポ リオキシン斉J(1000倍液)を

2～ 3回 散布する。

ボケ ・カ リン :4～ 5月 の伝染期に,マンネブ剤 (500倍液)や トリアジメホン剤

またはバシタック水和斉J(1000倍液)を 10日 おきに 3～ 4回 散布す る。

● 芽枯病

被害と診断

新芽の伸び始めた4～ 5月 に発生 し芽先が枯れ,や がて針業上に黒色小粒点

がつ くが樹体が枯死するまでには至 らない。

降雨が続いた り,多 湿条件下で被害がまん延す る。

防除時期

4ウ～6月

防除方法

適切な肥培管理を行い,樹 勢回復 に努める。

病患部は発見次第,早 期に切除 ・焼却除去(赤星病の発生源)する。

生育期に 7日 おきに 2～ 3回 ,銅 水和剤 か4-4式 ボル ドー液を散布す る。
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● イブキチビキバガ

被害と診断

幼虫がイブキ ・カイゾカイブキなどの実 に潜 り食害するため,被 害葉は褐変

枯死 し著 しく美観を損な う。

幼虫が小 さいので,芽 枯病 と誤つて判断する場合が多い。年 3回 発生。

成虫は 7■lm前後の白つぱい小 さな蛾で,昼 間は村間の陰に隠れ樹を揺すると

飛び立つ。

防除時期

5 ～ 9 月

防除方法

適切な防除法はない。成虫出現期または幼虫が食害 している時期に,ス ミチ

オンかディプテ レックス乳剤 (1000倍液)を散布す る。

● すす葉枯病

被害と診断
マツに準ずる。

防除時期
5～ 6月

防除方法
マツに準ずる。

● マツカレハ

被害と診断
マツに準ずる。

防除時期
4～ 5月 ,9～ 10月

防除方法
マツに準ずる。

● ツガカレハ

被害と診断

幼虫 ・成虫とも,マ ツカ レハによく似ている。年 1回 発生。

成虫は 7～ 8月 に現れ,針 実上に塊状に産卵す る。ふ化幼虫は 10月 頃まで

食害し,地 表の落業や雑草間に潜入越冬す る。老齢幼虫は翌春再び幹 を登 り食

害 し, 6～ 7月 頃蛹 となる。

防除時期

3～ 4月 , 7～ 10月

防除方法

越冬幼虫が樹幹に登 るのを防ぐため,幹 にビニールテープを巻 く。

スミチオンかディプテ レックス乳剤 (1000倍液)を散布する。

マツカレハ(中齢幼虫)
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● 白葉枯病

被害と診断

梅雨時期頃,葉 先か ら葉の半分以上,時 には全体が淡褐色か ら灰 白色に変色

し落業す る。病斑部の表 ・裏面に小黒点ができる。

防除時期
4～ 9月

防除方法

罹病業 を摘除する。また,秋 には落葉を集め焼却 し伝染源を除去す る。

発病木 は新業展開期から秋雨期まで降雨前後を重点に, 4-4式 ボル ドー液

か銅水和剤 (500倍液)を数回散布する。

● チャハマキ

被害と診断

果樹や常緑広葉樹,一 部針葉樹まで広 く加害す る。

業を数枚寄せて糸で綴つた内部に緑色の幼虫が棲み,業 や新芽を食害す る。

幼虫は活発で触れると素早 く逃げ)糸 を吐いて下垂する。

新葉よりも旧葉を好む傾向がある。年 3～ 4回 発生。幼虫で越冬す る。

被害が大きいのは 7～ 8月 であるが,暖 地では冬季も食害を続ける。

防除時期

6～ 10月

防除方法

葉の中に隠れているため,栗剤散布 しても効果があが りにくい。したがって,

幼虫がふ化する発生初期をね らって散布することが望ましい。

スミチオン,カ ルホス乳斉JまたはDDVP乳 斉J(1000倍液)を散布す る。

● ドウガネブイブイ

被害と診断

年 1回 発生。幼虫は林業苗畑の重要害虫であるばか りでなく,野 菜等の根を

食 う農業害虫でもある。成虫は 2 0mm内外のにぶい光沢のある青◇同色で,主 に

夕刻から活動 し始め葉 を盛んに食 う。強い趨光性があり灯火に集まる。

最盛期 は 7月 中旬～ 8月 中旬。雑食性で各種の樹木を加害 し庭園害虫として

極 めて重要である。

防除時期

3～ 9月

防除方法

成虫は昼間は葉裏に潜んでいるので,葉 を叩いて落下 させ捕殺する。
・

薬斉Jは,ス ミチオン乳斉Jかオル トラン水和剤 (1000倍液)を 7～ 10日 おきに

数回散布する。

地中の幼虫には的確 な防除法はないが,ダ イシス トンかダイアジノン粒剤を

1ぱ 当た り5g程 度土中にすき込む。
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● マキシンハアブラムシ (マキノアブラムシ)

被害と診断

奉から秋に灰青 白色のアブラムシが,常 に新葉 に寄

生 し吸汁加害す る。また,排 泄物にすす病 を併発 し,

葉や枝 ・幹が黒 くなる。

卵で越冬 し1年 中発生が見 られるが,密 度は 5～ 6

月頃が多い。

防除時期

5 ～ 6 月

防除方法

寄生を認めた らスミチオン,デ ィプテ レックスまた

はキルバール乳斉J(1000～1500倍液)を散布する。

■ 広葉樹

イヌツゲ

● クロネハイイ回ハマキ (チビハマキ )

被害と診断

本樹種 (モチノキ科)のほかモクセイ科,バ ラ科 と広 く加害す る。

主に新梢先端部の実が糸で綴 られ,そ の内側にいる緑色の幼虫が葉 肉を食害

す る。褐変 した葉は枝 に残るので美観を損 な う。

成虫は 6月 か ら秋までに不規貝Jに数回発生する。

防除時期
5～ 10月

防除方法

5月 上旬の幼虫の出現初期 に,スミチオンかデナポン乳斉J(500～1000倍液)を

散布する。イヌツゲは薬斉Jがかか りにくいので, 10日 おきに 2～ 3回 繰 り返

す必要がある。

カナメモチ

● ごま色斑 点病

被害と診断

葉身 ・幼枝に発生す る。

4月 下旬頃,葉 では紅色の小斑点を多数生 じ,や がて灰褐色の円形斑点 とな

る。また,幼 枝では黒色紡錘形の病斑を生 じ,そ の中央にかさぶた状物を形成

す る。

本種のほかビワ,カ リンな どバラ科の樹木にも発生す る。

防除時期

5 ～ 9 月

マキシンハアブラムシ(イヌマキ)
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防除方法

伝染源 となる罹病 ・落美を消却処分する。

毎年発生する場合は生育初期の降雨時前後を重点に,ベ ンレー ト水和剤

(1500～2000倍液)を月 2回 程度散布 し,ま ん延防止を図る。

●をアオバハゴロモ

被害と診断

密植された垣根や枝の混んだ木,通 風の悪い庭のほか,高 温 ・乾燥時にも発

生しやすい。美裏 。新梢を幼虫 ・成虫とも吸汁する。幼虫の白色分泌物が枝葉
に付着す るため,美 観上問題 となる。年 1回 発生。

幼虫は淡青緑色で縦に扁平な翅を持ち,体 全体が

自色綿状のロウ質物で覆われ,触れ ると飛び眺ねる。

成虫は翅長約 1 0mm程度で 7月 頃から現れ,常 に静
止 しているが,驚 くと眺躍 して姿をくらます。

アジサイ,マサキ,エノキなど広範囲な樹種 を加害

する。

防除時期

5～ 9月

防除方法

適切なせん定は予防に役立つ。枯枝で卵越冬する

ので 3月 頃までに枯枝 を除去する。

スミチオン,デ ナポンまたはディプテ レックス乳

斉J(1000倍液)を散布す る。

● ペスタ回チア 病

被害と診断

7～ 8月 頃か ら発生 し秋に症状が 目立つ。葉の周縁か ら扇状またはくさび状

に広が り,褐 色から明褐色で周辺は鮮やかな黄色部に囲まれる。

本種のみに発生する。病原菌は雨や昆虫で伝播 され新たな発病を起 こす。

防除時期

6 ～ 9 月

防除方法

毎年発生して被害が大きい場合は,伝 染源 となる罹病 ・落葉 を秋に残 らず集

め焼却処分する。

ジネブ剤かベ ンレー ト水和斉J(400～600倍液)を,月 1～ 2回 散布す る。

台風等の強風に揉まれた後 にも,同 様の栗剤散布をするとよい。

● クスサン

被害と診断

クリの有名害虫。本種以外 にカシ類や果樹,サ クラも加害す る。雑食性。

アオバハゴロモ(マサキ)
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年 1回 発生。幼虫は 4月 下旬にふ化する。

終齢幼虫は体長 80111m前後の毛虫で,胴 体全

体が長い 白毛で覆われているため)シ ラガタロ

ウと呼ばれる。発生が多い時は全樹の葉が食害

され丸坊主になる。

秋に羽化 した成虫は,開 張 100111m以上の大

型の蛾で灯火に飛来す る。

防除時期

4～ 10月

防除方法

樹幹に産下された卵塊はよく目につ くので見つけた ら潰す。
4月 頃の群生幼虫を枝業 ごと切除 し捕殺する。若齢幼虫にス ミチオン,デ ィ

プテ レックスまたはカルホス乳斉J(1000倍液)を散布する。

● うどん こ病

被害 と診断

うどん粉病菌 と呼ぶ糸状菌 (カビ)に よって起こる病気で,葉 の表 ・裏または

両面が小麦粉を撒いたように自く覆われる。ナラ ・カシ類では 8種 類 の菌が知

られている。

奉から秋に伝染を繰 り返 して広が り,秋 の終わ りに黒色粒状物を形成, これ

が越冬 し翌春の伝染源 となる。菌は比較的低湿度条件で,密 植や茎業の過繁茂
による通風 。日当た り不良な環境下で多発する。

樹体が枯死することはないが,同 化作用が妨げられ衰弱する。

防除時期

1～ 2月 ,5～ 10月

防除方法

落葉樹では病 ・落葉 を集め焼却処分する。

常緑樹では冬の休眠期に石灰硫黄合剤 (20～30倍液)を散布す る。生育期 にジ

ネブ斉」,マンネブ剤 (500倍液)またはベンレー ト水和斉J(2000倍液)を月 1～ 2回

散布する。特に, 6～ 7月 の発生初期での散布が効果的である。

● 紫かび病

被害 と診断

ナラ ・カシ類の業裏 に褐色から濃紫褐色の厚
い ビロー ド状の菌糸塊 を発達させ,病 患部の業

表は黄化する。当年葉は夏から秋 にかけて発生

し,罹 病葉は落葉せず長 く樹上に留まる。

防除時期

1～ 2月 , 5～ 10月

防除方法

うどんこ病に準ずる。
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● クスサン

被害と診断

イチ ョウに準ずる。

防除時期

4～ 10月    ｀

防除方法

イチ ョウに準ずる。

● マイマイガ

被害と診断

カシ類,カ エデ,サ クラのほか果樹の害虫としても知 られる。

5～ 6月 頃庭木や公園樹,街 路樹等に突発的に発生 し丸坊主にする。

幼齢幼虫は糸を吐いて下垂 し,風 に吹かれて分散するのでブランコケムシと

呼ばれる。年 1回 発生。卵塊で越冬, 4～ 5月

にふ化 し集団で食害す る。成虫は大型で 6～ 8

月ヤこ羽化する。

雄 (暗褐色)は 日中よく飛び交 うがllC(灰褐色)

はほとん ど飛ばず,樹 幹に静止 していることが

多い。

産卵部位も樹幹の低い所や建物外壁に200～

300粒の卵 を塊状に産む。

防除時期
4～ 12月

防除方法

卵塊は秋から冬の間に除去処分す る。ふ化幼虫は樹幹に集団でいることが多

いので捕殺する。

若齢幼虫期にスミチオン,デ ィプテ レックスまたはDDVP乳 斉J(1000倍液)

を散布す る。幼 虫の生長が早いため防除適期を逸 しやすいので注意す る。

● アブラムシ類

被害と診断

カシ類 に寄生するアブラムシ類は多 く,時 に異常発生 して 目立つことがある

が実害はあま り認められず防除の必要性 も少ない。

イスノフシアブラムシ :イスノキとアラカシ間で寄主転換する。特にアラカシ

では冬期も繁殖を続 け,高い密度に達することがある。すす病の発生も多い。

カシケブカアブラムシ iア ラカシやシイの新葉裏面の葉脈に群生 し活発に行動

する。触れ ると分散落下す る。

クリオオアブラムシ :黒色大型 (5 mm)で集団生活 し吸汁する。

防除時期

4～ 12月

防除方法

被害が軽視できない ときには薬斉J散布を行 う。スミチオン,デ ィプテ レック

スまたはキルバール乳剤 (1000～1500倍液)を散布する。

マイマイガ(ウバメガシ)
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イスノフシアブラムシ :アラカシの実害が大きいので,近 くにイスノキを配植

しない。

カシケブカアブラムシ :葉裏 に重点的に薬剤散布する。

クリオオアブラムシ :防除の必要は少なく,大 抵の殺虫剤で防除可能。

● カイガラムシ類

被害と診断

カシエセタマカイガラムシ :枝 ・幹に群生寄生 し枝枯れ を起こす。すす病 を併

発 し美観を損な う。年 1回発生。

越冬幼虫は 5月 には成熟 し体下に産卵, 6月 には幼虫が現れ る。

トビイロマルカイガラムシ :カ シ類のほかクス,ツ ゲ,マ サキなど多 くの常緑

樹に寄生 し,特 に都市公園のタブ,カ シ,シ イに多い。年 2回 発生。

第 1回 幼虫は 5月 ,第 2回 幼虫は 8～ 9月 に現れ年内に成虫になる。

防除時期

4～ 9月

防除方法

カシエセタマカイガラムシ :枝 を切除 し通風をよくする。 4, 6月 の幼虫発生

期にス ミチオン,カ ルホスまたはスプラサイ ド乳剤 (1000倍液)を 2～ 3回 散

布する。

トビイロマルカイガラムシ :同上

● 炭そ病

被害と診断

苗木 。若木に発生 して葉 ・美柄 ・緑枝が侵 され る。病斑が若枝を取 り巻 くと

上部は萎れて枯れる。苗木では枯死か生育不良を起こす。

炭そ病菌は世界的に広 く分布 し,多 くの木本 。草本植物を侵す極めて多犯性

の菌であるが,樹 種により病斑や症状は異なる。

新葉展開以後の降雨により胞子が飛散 し,伝 播 ・感染 を繰 り返す。

防除時期

5 ～ 1 0 月

防除方法

病苗木や発病進展で樹形の崩れた若木を除去焼却する。

ジネブ斉J,マンネブ斉J(500倍液)かベンレー ト水和剤 (2000～3000倍液)を月 2

回散布す る。

微害程度の若木では,生 長がよければ実害は少 ないので特に薬剤散布は必要

ない。

● クスサン

被害と診断

本種は和名の示す とお り,ク スノキの業 を食害する重要害虫である。時には

- 15 -



全業を食い尽 くす惨状 を見ることがある。樹 自体の回復力が強 く再度萌芽 して

常態に戻 るが,鑑 賞上からは見苦 しい。

特に公園樹 ・街路樹では,落 下 した虫糞が地面や道路を赤 く染め不快感 があ

る。

防除時期

4～ 10月

防除方法

イチ ョウに準ずる。

● クストガリキジラミ

被害と診断

新業の表面に不規則な黒褐色イボ状の虫こぶを作る。

葉裏はくぼみ,そ の中に体長 l IIlmの構黄色の幼虫が着生する。年 1回 発生。

成虫は 3月 下旬～ 4月 に現れ葉の裏面に産卵 し,約 1週 間でふ化する。

虫こぶは初め黄色か ら次第に変色 し,秋 期には黒褐色 となり見苦 しい。

被害は若木に多い。

防除時期

4 ～ 5 月

防除方法

風通 しの悪い場所や密植 された苗 ・養成木等に発生するので,整 枝や適 当な

植栽間隔により環境の改善を図る。

新葉の展開す る春にスミチオン乳剤 (1000倍液)を散布すればよい。

サクラ

● てんぐ巣病

被害と診断

枝の一
部が瘤状に膨 らみ,そ こからほ うき状に多数の小枝が伸長 し,い わゆ

るてんぐ巣を形成する。

病巣の枝は健全枝 よ り早 く開葉するが花はつけない。病巣はやがて枯死 ・折

損 し,そこから材質腐朽 した りするので,激害樹では

樹勢の衰弱が著 しい。

ノメイ ヨシノ,コ ヒカンザクラに多い。

防除時期

12月 ～ 3月

防除方法

冬季 に病巣枝下部で切除 し焼却処分す る。

見落 とし防止のため病枝の切除は 2～ 3年 続ける。

切 り日の防菌 ・癒合促進 を図るため, トップジン

Mペ ース トを塗布す る。

薬剤散布による防除技術 は確立 されていない。

てんぐ巣病(ソメイヨシノ)
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0こ うやく病

被害と診断

枝や樹幹の表面に褐色,灰 褐色,黒 褐色のビロー

ド状の厚い膜 (菌糸膜)が覆い,こ うや くを貼ったよ

うに見えるのでこの病名がある。
一

般に本病は,初 めカイガラムシに着生または寄

生 して,そ こか ら周囲に菌糸膜を伸ばし,樹 皮か ら

も栄養をとり生長する,

通常,大 きさは 1～ 7 cm程度であるが多発す ると

大きくなる。枝葉の過密による通風不良の環境下で

発生 しやすい。

防除時期

5月 中 ・下旬, 12月 ～ 3月

防除方法

日当た り,風 通 しをよくするためのせん定をす る。

カイガラムシの幼虫ふ化期 に,ス プラサイ ドかスミチオンまたはカルホス乳

剤 (1000倍液)を数回散布する。冬季 にマシン油乳剤を散布す ると有効である。

● 芽孔褐斑病

被害と診断

5月 頃から実 に紫褐色の小班点を多数形成 し,や がて病斑部は脱落,葉 に丸

い穴が残 る。その後,病 葉は次第に黄化 ・落葉するが実害は少ない。

サクラのほかモモ, ウメなども同様の症状を起 こす。

防除時期

4～ 10月

防除方法

秋季に落業を集め焼却 ・土中埋没 して伝染源を断つ。

若木は生育期 に,4-4式 ボル ドー液かマンネブ水和剤 (500倍液)を月 1～ 2

回散布す る。成木では薬剤散布は必要ないが,落 下後か ら7月 下旬までにベン

レー ト水和剤 (2000倍液)を,降 雨時前後を重点に散布すると効果的である。

● アメリカシ回ヒトリ

被害と診断

加害樹種は落美広葉樹を中心に 100種 以上を数

え,特 にスズカケノキ(プラタナス)での発生が顕著

である。戦後,北米大陸か ら侵入 し,発生場所 は都市

や人家周辺に限られ る。

枝先に白い糸で袋状の巣を作 り中に幼虫が群生 し

て業を食害す る。年 2～ 3回 発生。

成虫は体長 1 5mmの 白い蛾で 4月 下旬, 7月 中 ・

下旬 と発生 し実上に 700～ 800粒 の卵塊 を産む。

幼虫は 10月 まで食害 し11月 には越冬に入 る。

こうやく病(ツメイヨシノ)

アメリカシロヒトリ(老齢幼虫)
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防除時期

4～ 10月

防除方法

被害の進展が早 く巣を発見 したら早急に除去す る。

若齢幼虫期を狙つて,ス ミチオンかディプテ レックス乳剤 (1000倍液)を散布

す る。

微生物殺虫剤 として開発 されたBT水 和斉J(1000～2000倍液)も有効である。

● イラガ類

被害と診断

年 1～ 2回 発生。枝や地表近 くに作 られた精

円球形のまゆ傷可称 :スズメノショウベ ンタゴ)

で越冬 し, 5～ 6月 , 8～ 9月 に黄緑色地 に褐

色の斑紋 と,刺 毛のある短大な幼虫が現れ,革

独で行動 し葉を食害す る。

体長は 25111m程度で, どの種類も体表に多 く

の有毒刺 を持ち刺 されるとひ どい痛みを覚 える。

成虫は 6, 8月 に現れる。大発生は しない。

防除時期

5 ～ 9 月

防除方法

冬季に越冬中のまゆを捕殺する。

薬斉Jに弱 く,幼 虫発生期にスミチオンかディプテ レックスまたはカルホス乳

斉J(1000倍液)を散布す る。

種類 :ヒ ロヘ リアオイラガ,ア オイラガ, ヒメクロイラガ,テ ングイラガなど

● コスカシバ

被害と診断

幼虫がサクラのほか ウメ,モ モなどの樹皮下に穿入 し,そ こか ら半透明のヤ

ニ と褐色の虫糞 を出す。傷跡から胴枯病菌などが入 り,大 木でも枯死すること

がある。年 1回 発生。幼虫は越冬す る。

成虫は蛾であるが一
見ハチに似て翅が透明。5月 中旬頃から9月 まで現れる③

防除時期

6～ 9月

防除方法

加害部 を剥皮 し幼虫を捕殺す るのが最も確実であるが,防 除は容易でない。

腐朽防止に トップジンMペ ース トを塗布する。 6～ 9月 にス ミチオン乳斉」

(100～250倍液)を 2～ 3回 ,幹 に十分散布する。

● コガネムシ 類

被害と診断

夜間または昼間飛来 して葉 を暴食 し,主 脈 と少 しの支脈を残すほどの激害と

なる。山林開発後のゴルフ場や新興住宅地では異常発生 し,樹 木以外 に草本の

ヒメクロイラガ
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根まで食害,大 きな被害を与えることがある。

種類 :ド ウガネブイブイ,ク ロコガネなど

防除時期

3 ～ 9 月

防除方法

食害防止にス ミチオンかディプテ レックス乳剤 (1000倍液)を散布するとよい

が;成 虫が次々 と飛来するため効果的な防除は困難である。

幼虫防除にはダイアジノン粒剤を上中施用するとよい。

※マキ類の項参照

● ミノガ類

被害と診断

オオ ミノガ :雑食性で多くの樹種の葉を食害す

る。年 1回 発生。

6月 下旬～ 7月 上旬にミノ内でふ化 した幼虫

は,糸 を吐きながら垂下し風力で分散す る。

成虫は 5月 下旬～ 8月 にふ化する。

人工環境下の典型的な害虫である。

チャミノガ :発生はオオ ミノガより少なく,春

から初夏にかけて被害が目立つ。 オオミノガ(サンゴジュ)

防除時期

4 ～ 8 月

防除方法

オオ ミノガ :発生が少ない場合は幼 虫を捕殺する。

若齢幼虫期に,スミチオンかディプテ レックス乳斉J(500～1000倍液)を散布す

る。また,

チャミノガ :7～ 8月 の若齢幼虫期 に散布 (同上薬剤)し翌奉 4月 に, さらに同

様の防除を行 う。

● ナシグンバイ

被害と診断

サクラのほかナシ,ボ ケなどバラ科の樹木の葉裏で吸汁する。      r
被害を受けると葉表に白いカスリ状の斑点が無数にでき,葉 裏には虫体や脱

皮殻,タ ール状の黒い糞がつく。

年2～ 4回発生。特に高温 ・乾燥の続く盛夏に繁殖が甚だしい。

防除時期
5 ～9 月

防除方法
スミチオンかディプテレックス乳剤(1000倍液)を散布する。発生期間が長い

ので再二の防除が必要である。
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● ペスタ回チア 病

被害と診断

美身に黒褐色の斑点が生 じ,後 に病斑部に黒色小粒点が多数形成 される (糸

状菌の一
種)。イヌマキ,カ キにも寄生するが発生生態は不明。

罹病葉は長 く樹上に留ま り,新 葉展開期 に黄変 ・落葉する。
防除時期

6 ～ 9 月

防除方法

台風や 日焼け等により葉身が障害を受けないようにする。

病 ・落葉は集 めて焼却する。梅雨や台風時に トップジンM水 和剤かベンレー

ト水和剤 を散布する。

● サンゴジュハムシ

被害と診断

新業の展開す る春か ら初夏に,業 上に黄色で
ゴマ斑点を持つ幼虫が葉を不規則に食害 し,穴

だらけにする。年 1回 発生。
ふ化幼虫はその後,幹 を伝 って土中で蛹化,

6～ 7月 に成虫 とな り11月 頃まで樹上で食害

し,葉 柄 ・枝芽の組織内に産卵する。

防除時期
4 ～ 1 1 月

防除方法

ネ ット上に成虫を払い落として捕殺する。

食害を認めた らス ミチオン乳剤,オ ル トランまたはデナポン水和斉J(1000倍

液)を散布する。また,蛹 化前に粉斉Jを上壌散布するのもよい。

● ミノガ類

被害と診断

サクラに準ず る。

防除時期

4～ 8月

防除方法

サクラに準ず る。

● モンクキバチ

被害と診断

成虫は4～ 5月 頃に現れ,新 梢の組織内に1粒ずつ産卵する。
ふ化幼虫が枝内部に トンネルを穿って食害,新 梢は急激に萎れ,や がて枯死

する。越冬幼虫は枝基部に潜む。
被害は若木に多くサンゴジュの重要害虫である。

サンゴジュハムシによる食痕
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防除時期

4～ 5月

防除方法

被害枝 は切除 し焼却する。成虫の産卵防止のため4～ 5月 に再三,ス ミチオ

ンかディプテ レックス乳剤 (500倍液)を散布する。

幼虫穿入後の薬斉J散布は期待できない。

ッツジ・サツキ類

● もち病

被害と診断

4～ 6月 頃,新 葉 ・新梢 ・花音が肥厚 し不整形に

膨 らむ。後 に白色の粉が表面を覆い餅のようになる。

本病で樹が衰弱枯死することはないが,連 年発生

株は美観を損ない花芽の着生も少なくなる。

本菌は生きた組織でしか寄生できない活性寄生菌
である。

防除時期

4-5月

防除方法

発生初期 (白粉前)に病患部を摘み取 り,土 中埋没

する方法が最良である。連年発生株では,銅 水和剤

(500倍液)の数回散布 もあま り期待できない。

● 褐斑病

被害と診断

各種ツツジ ・サツキ類に寄生 して激 しい被害を起こす。

初め葉面に褐色の小班点を生 じ次第に拡大 し, 1 0mm以 上の不整形病斑 にな

る。雨の飛沫で伝染す る。

防除時期

5～ 9月

防除方法

罹病 ・落葉を集め,焼 却または土中埋蔵する。

降雨時前後を重点に 4-4式 ボル ドー液,マ ンネブ斉Jまたは銅水和剤 (500倍

液)を月 2回 散布する。

● 花腐菌核病

被害と診断

通常開花中の花弁 (または音)に 斑点や斑紋が発生 し,後 に拡大 して花全体が

縮み褐変 して腐敗する。病花弁は長 く着生するため著 しく美観 を損な う。

糸状菌の一
種。菌核が土中で越冬 し, 4月 中旬～ 5月 中旬に地表に現れ伝染

源 となる。

もち病(ツツジ)
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防除時期

4～ 5月

防除方法

発生株では花弁を丁寧に摘除焼却 し,感 染 ・伝播を防止する。

栗剤の花弁への直接散布は困難である。 4月 頃,株 根元にベ ンレー トかイプ

ロジオン斉Jを10日 おきに 2～ 3回 散布す る。

● ツツジグンバイ

被害と診断

夏から秋にかけて,体 長 3～ 411mの半透明 ・

軍配型の地を持つ成虫が実裏で吸汁するため,

葉表が白くかす り状になる。

葉裏には黒い円形の斑点状の虫糞が付着 して

いる。普通にどこでもみ られるが,特 に高温乾

燥の年に多い。年数回発生。

防除時期

4～ 9月

防除方法

サクラに準ず る。

● チャミノガ

被害と診断

サクラに準ず る。

防除時期

4～ 8月

防除方法

サクラに準ず る。

● ハマキムシ 類

被害と診断
マキ類 に準ず る。

種類 :チ ャハマキ,チ ャノコカクモンハマキ

防除時期

6～ 10月

防除方法
マキ類 に準ず る。

● ツツジキバガ

被害と診断

幼虫がモチツツジ,ヤ マツツジの梢頭部の新葉 を吐糸で束ね,内 部で生活 し

食害する。多発時は生長が阻害され る。年 1回 発生。成虫は 6～ 7月 に出現。

防除時期

5 ～ 6 月

ツツジグンバイ
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防除方法

被害初期にスミチオンかカルホス乳斉J(1000倍液)を散布する。

● もち病

被害と診断

春先,新 葉がわずかに展開する頃から若葉が緑 白色か ら黄 白色にな り,展 業

が進むにつれ葉 肉が肥大変形 し,健 全葉の 5～ 6倍 の奇形業になる。

ツバキでは花芽も侵 される。

防除時期

5 ～ 6 月

防除方法

有効な防除手段は確立されていない。

発生初期 (白粉前)に病患部 を摘み取 り,焼 却または土中埋没する方法が最良

である。

新葉展開期に,銅水和剤かバシタック (500～1000倍液)を 10日 おきに 2～ 3

回散布す る。

● すす病

被害と診断

本病は,① 樹体から栄養分 を取つて活動寄生す る菌 と,② 吸汁性害虫(アブラ

ムシ,カ イガラムシ)により二次的に発生する菌の 2種 がある。

カシ類 に準ず る。

防除時期

4 ～ 9 月

防除方法

カシ類 に準ず る。

● 炭そ病

被害と診断

葉身 ・果実及び幼梢 に発生する。

業では葉縁部から発病 し,褐 色か ら赤褐色不整形の病斑が生 じ次第に拡大す

る:病 勢の進展 につれ同心輪紋状の小数ができ,表 面に黒色小粒点が多数形成

される。

新葉展開以降の降雨や風,昆 虫により伝播 ・感染を繰 り返す。

防除時期

6～ 10月

防除方法

罹病葉 ・罹病果等を早期に除去するとともに,病 ・落葉も焼却処分する。

降雨前後を重点に,ジ ネブ剤,マ ンネブ剤 (500倍液)またはベンレー ト水和剤

(2000～3000倍液)を月 1～ 2回 散布する。
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● チャドクガ

被害と診断

葉裏に黄色の幼虫が群生 し食害するため,葉 は

斑状に黄 白色になる。

幼虫は無数の毒毛を持ち,触 れるとかぶれる。

年 2回 発生。幼虫は4～ 6月 ,7～ 9月 にふ化 し,
老熟すると地表 に降 り蛹化す る。

防除時期

4 ～ 9 月

防除方法

栗斉Jに弱 く,応 急的に市販のスプレー剤でも効

果がある。若齢幼虫期 にできる葉の変色を 目印に,
ス ミチオンかディプテ レックス乳剤 (500～1000倍液)を散布す る。

● アオマツムシ

被害と診断

葉面が不規則 にか じられ枯れ,褐 変する。年 1回 発生。

成虫は 2511m内外の全身鮮やかな緑色で触角が長い。雄は 8月 中旬頃か ら,
特にサクラの成木では 日没 と同時に盛んに鳴く。

樹上生活 し地上に降 りない。

防除時期

5～ 11月

防除方法

通常は防除の必要はないが,ツ バキでは観賞上放置できない場合がある。

発生が多ければ,ス ミチオンがダイアジノンを散布す る。

● ロウムシ類

被害と診断

ツノロウムシ :年 1回 発生。雌は体内に成熟卵を持ち,幼 虫は 6月 中旬～ 7月

下旬にふ化, 自由に歩行す る。雑食性。

固着生活 し8月 中旬にはロウ物質を分泌 して介殻を形成,体 全体を覆 うよう

になる。都市近郊で多発 し,森 林では発生することはない。

種類 :カメノコロウムシ,ル ビーロウムシ

防除時期

5～ 10月

防除方法

介殻形成後は効果があが りにくいので,幼 虫ふ

化期にカルホスかスプラサイ ド乳斉J(1000倍液)を

散布する。

休眠期防除としてマシン油乳剤 もよい。

寄生が少ない時は,冬 期にへ らで虫体を剥がし

落 とすのも効果がある。

チャドクガ(サザンカ)

カメノヨロウムシ(モチノキ)
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マサキ

● うどんこ病

うどんこ病(マサキ)

被害と診断

業身 ・幼枝梢に発生す る。

春期の新業展開期から葉面に白色粉状のカビ

が散生 し,激 しくなると若葉が捻れた り萎縮す

る。

カシ類に準ずる。

防除時期

1～ 2月 ,4～ 7月

防除方法

カシ類 に準ず る。

● ミノウスバ

被害と診断

4～ 5月 頃,淡 黄色地に黒い縦線状斑のある幼 虫が生垣等に異常発生し,枝

だけ残 して丸坊主にす る。年 1回 発生。

幼虫は 3月 下旬～ 4月 上旬にふ化 し,触 れると糸を吐きなが ら落下する。

成虫は羽根が半透明で腹部が黄色の長毛で覆われ,一 見ハチに似る。

防除時期

3～ 4月

防除方法

木を震動 させ落下 した幼虫を捕殺する。前年発生 した場所は再発生 しやすい。

発生が多いときは,ス ミチオンかディプテ レックスまたはカルホス乳剤

(1000倍液)を散布する。

● ユウマダラエダシヤク

被害と診断

枝 ・葉上に黒色のシャク トリムシが群生食害 し,多 発時には枝だけ残 し丸坊

主にする。秋 と越冬後の春の被害が大きい。夜間活動 しマサキの重要害虫。

年 3回 発生。成虫は 40～ 50111mの白つぽい蛾で,葉 縁に列状に 10～ 20

粒産卵す る。

食害は 3～ 11月 にわたつてみ られ, 6～ 8月 に多い。

防除時期

5 ～ 9 月

防除方法

成虫が木の周辺を飛翔 しているので注意する。

幼虫は昼間,実 裏に潜んでいるので木を揺すって落下 させ捕殺する。

若齢幼虫期にスミチオンかディプテ レックスまたはカルホス乳済J(1000倍液)

を散布す る。

老齢幼虫は薬剤に強 く効果が少ない。
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ヽ さ

● うどんこ病

被害と診断

展葉後間もない若い枝 ・美全体が 白色粉状のカ ビで覆われ,葉 に捻れや奇形

を生 じ新梢は萎れ枯死する。 5種 類の糸状菌が知 られている。

カシ類 に準ず る。

防除時期

1～ 2月 , 5～ 9月

防除方法

カシ類 に準ず る。

● モミジエタイケアブラムシ

被害と診断

4月 頃ふ化 した黒褐色のアブラムシが,新 葉 。新梢に群生,吸 汁加害し,業
が縮み黄褐変す る。すす病を併発 し美初を損な う。

数回発生し春から秋 まで寄生する。夏には淡黄緑色扁平の越夏型幼虫とな り,

春 とは全 く姿が異なり体に毛が生えてくることか ら,「二熊 ・毛」と呼ばれ る。

防除時期

3～ 4月

防除方法

多発すると秋の紅葉が悪いので,新 葉展開期にスミチオン,ダ イアジノンま

たはキルバール乳斉J(1000～ 1500倍液)を散布する。

品種によっては甚だ しい

】:宏3マ!i3【ラ〔;!【i″。

● ヒモワタカイガラムシ

被害と診断

モ ミジ ・カエデ類のほかケヤキ ・コブシなど多 くの樹種の枝 ・葉に,白 くて

長い綿状で紐のようなものがつき寄生吸汁する。極めて異様な様相を示す。

年 1回 発生。雌の介殻は4～ 811mの精 円形で全体
が淡黄色,中 央に橙色の縦線 を持つ。 5月 に成熟 し

て長い リング状の卵の うを形成する。 6月 にふ化 し

た幼虫は葉裏に寄生 し落葉前に枝に移動 し越冬す る。

防除時期

6 ～ 7 月

防除方法

通常,個 体数は多くないので防除の必要はあま り

ない。
一過性の発生。卵の うのついた枝を切除す る。

ふ化幼虫期にカルホスかバイジッ ト乳斉J(1000倍液)

を散布す る。また,越 冬虫にマシン油乳剤 または石

灰硫黄合剤を散布する。
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● ゴマダラカミキリ

被害と診断
モミジ ・カエデ類は本種の加害がひどい。ミカン類の重要害虫で雑食性。
年または2年 に1回発生。成虫は体長25～ 35■lm,光沢のある黒色で,背

面に白い不規則 な斑点を持ち 5月 下旬頃羽化する。

緑枝が食害され枝枯れを起 こし,盆 栽等では致

命的な被害となる。

幼虫は樹皮下 ・林内に穿孔食害 し,被 害樹から

細かいおが屑状の糞が地際部 に排出される。

公園樹 ・庭園樹への被害も軽視できない。

防除時期

5 ～ 9 月

防除方法

成虫は見つけ次第捕殺 して密度を減 らす。

産卵防止に地上 20～ 3 0cmまでの高さまで, トラサイ ドかスミチオン乳斉J

(200倍液)を塗布または散布す る。幼虫の穿入孔には同薬剤を注入す る。

根部穿孔の幼虫は発見が難 しく手遅れの場合が多い。

ヤマモモ

● ヤマモモこおミ病

被害と診断

幹 ・枝 。業柄等に大小様々な瘤ができる。

最初イボ状の突起が,やがて表層部が黒褐色,粗造

とな り亀裂 を生 じ瘤に発達す る。

瘤が枝や幹を一
周すると上部は衰弱枯死する。

樹齢 ・雌雄 ・品種等に関係 なく発生する。

防除時期

ヤマモモこポ病

防除方法    |

細菌の一
種でヤマモモのみに病原性を示す。

伝染等,現 在のところ不明。

瘤を切除 し,切 り日に トップジンMペ ース トを塗

布する。

● ヤマモモハマキ

被害と診断

新梢先端部の業を2, 3枚 束ね,そ の中で葉肉や新芽を食害する。

被害美は褐変して美観を損なうが,丸 坊主になるような発生はない。

年 1, 2回 発生。成虫で越冬する。

幼虫の加害は7γ 8月 より5～ 6月 が多い。

ゴマゲラカミキリの食害跡(モミジ)
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防除時期

5 ～ 8 月

防除方法

幼虫発生初期 に,ス ミチオン字L斉Jがデナポン

水和剤 (800～1000倍液)を散布する。

● ミノガ 類

被害と診断

サクラに準ず る。

防除時期

4～ 9月

防除方法

サクラに準ず る。

ヤマモモハマキ

木を大切にしてね !
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希釈倍数

水100ま たは182に 溶かす薬剤 製品1袋または1瓶でできる各倍数の希釈液量

水102当 たり

の栗量(g,皿2)

水1 8 2当 た り

の  ( g , m 2 )

100g袋 (100配瓶)

当た りの水量 (2)

250g袋(250m2瓶)

当たりの水量(2)

500g袋(500コ2瓶)

当たりの水量(2)

7 1428。6 2571.4 0.7 198 3.5

10 1000.0 1800.0 1 2.5 5

30 333.3 600.0
つ
じ 7.5

医
υ

70 142.9 257.1
字
ｒ 17.5 35

100 100.0 180.0 10 25 50

200 50.0 90。0 20 50 100

300 33.3 60.0 30 75 150

400 25,0 15.0 40 100 200

500 20.0 36.0 50 125 250

600 16.7 30.0 60 150 300

700 14。3 25.7 70 175 350

800 12.5 22.5 80 200 400

900 1 1 . 1 20.0 90 225 450

1000 10.0 18.0 100 250 500

1200 8.3 15.0 120 300 600

1500 6.7 12.0 150 375 750

2000 5.0 9.0 200 500 1000

2500 4.0 7.2 250 625 1250

3000 3.3 6.0 300 750 1500

4000 2.5 4.5 400 1000 2000

5000 2.0 3.6 500 1250 2500

6000 1.7 3.0 600 1500 3000

8000
つ
０ 2.3 800 2000 4000

10000 1.0 1.8 1000 2500 5000

[注 意]こ の表は,倍 数を基準にした薄め方である。

例えヤ式 「182の 水があり,こ れから11000倍 液を作るには何 g(何 m2)の 栗剤を入れたらよいか。J

を知りたいとき,早 見表の左側の希釈倍数1000の ところで,水 182当 たりの薬量の欄を見ると,

18.0と ある。即ち,薬 斉」を18g(18m2)入 れたら1'000倍 液ができることになる。

<参 考> 12=1'0 0 0mO(cc)  100g=100m2(cc)(水 和斉1)

l m2= l cf          lg-  l m2(cc)(水 和剤)
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■ 農薬の使用にあたって

人間社会に,社 会生活を営んでいくためのルール ・マナーがあるように,農 薬
の場合も適正に,そ して安全に使用するためのマナーがある。
農薬は取扱方法を誤れば,人 や家畜,蜜 蜂等のほか周辺環境等にも悪影響を及

ぼす。したがって,農 薬の使用にあたつては,良 識 と細心の注意を持つて取 り扱
うことが重要である。

農薬適正使用キャンペーン

農 は 正しく使いましょう!

一一-10の チェックポイントーーー

①農案はラベルや説明書をよく読み,正しく使いましょう。
(記載以外には使用しない)

②体長がすぐれないときや,妊娠中の人は散布作業を避けましょう。

③防除機具は故障や不備のないよう事前に点検・整備しましょう。

④農案を使うときは,マスクロ手袋などの防護具を着用しましょう。

③散布は風のない,朝夕の涼しいときに行いましょう。

⑥風向きや作物の高さなどを考えて,農薬が体にかからないよう散布しましょう。

②環境保全のため,農案がほ場の外に飛散日流出しないよう注意を払いましょう。

③農薬の空容器は,ほ場などに放置せず正しく処分しましょう。

③農薬は食品と区別し,カギをかけて保管しましょう。
(小児の手の届くところには置かない)

①作業後は,うがい日入浴をして,衣服を着替えましょう。

- 30 -

【農薬工業会】



編集・発行

徳島県立農林水産総合技術支援センター

森林林業研究所

〒フア0-0045 徳 島市南庄町5丁 目69
TEL 088‐ 632‐423フ
FAX 088-632-644フ

発行日 2005年 4月 ]日


